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(57)【要約】
【課題】　バイタルサインの検出とともに必要な支援情
報を検出して、被験者や診断を行う医師の負担を軽減し
つつ、バイタルサインを正しく読み取ることを可能にす
るバイタルサイン計測装置を提供する。
【解決手段】バイタルサイン計測装置１０であって、被
験者のバイタルサインを検出して、バイタルデータとし
て出力するバイタルサイン検出部２０と、前記バイタル
サインの検出時における前記被験者の状態を表す支援情
報を検出して、支援データとして出力する支援情報検出
部３０と、前記支援データに基づいて前記バイタルデー
タが有効であるか否かの評価を行うデータ評価部４４と
、を含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被験者のバイタルサインを検出して、バイタルデータとして出力するバイタルサイン検
出部と、
　前記バイタルサインの検出時における前記被験者の状態を表す支援情報を検出して、支
援データとして出力する支援情報検出部と、
　前記支援データに基づいて前記バイタルデータが有効であるか否かの評価を行うデータ
評価部と、を含むバイタルサイン計測装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のバイタルサイン計測装置において、
　前記バイタルサイン検出部に検出開始を指示する検出タイミング制御部を含み、
　前記検出タイミング制御部は、
　前記データ評価部から前記評価の結果を受け取り、
　前記バイタルデータが有効でないと評価された場合に、前記バイタルサイン検出部に再
び前記検出開始を指示するバイタルサイン計測装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載のバイタルサイン計測装置において、
　前記支援情報検出部は、
　前記支援情報として前記被験者の動きを検出するセンサーを含むバイタルサイン計測装
置。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか一項に記載のバイタルサイン計測装置において、
　前記支援情報検出部は、
　前記支援情報として前記被験者の音声を検出する音声検出部を含むバイタルサイン計測
装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか一項に記載のバイタルサイン計測装置において、
　前記支援情報検出部は、
　前記支援情報として前記被験者の位置を検出する位置検出部を含むバイタルサイン計測
装置。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか一項に記載のバイタルサイン計測装置において、
　前記バイタルデータおよび前記支援データを記憶する記憶部を含むバイタルサイン計測
装置。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれか一項に記載のバイタルサイン計測装置において、
　無線で前記バイタルデータおよび前記支援データに基づくデータを送信する無線通信部
を含むバイタルサイン計測装置。
【請求項８】
　被験者のバイタルサインを検出するバイタルサイン検出部から出力されるバイタルデー
タと、前記バイタルサインの検出時における前記被験者の状態を表す支援情報を検出する
支援情報検出部から出力される支援データと、を受け取り、前記支援データに基づいて前
記バイタルデータが有効であるか否かの評価を行うデータ評価部としてコンピューターを
機能させる、バイタルサイン計測プログラム。
【請求項９】
　請求項８に記載のバイタルサイン計測プログラムを記録したコンピューター読み取り可
能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、バイタルサイン計測装置、バイタルサイン計測プログラム、および記録媒体
等に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、バイタルサイン（生体情報）を検出して、そのデータをもとに健康管理等を行う
システムが提案されている。しかし、バイタルサインを検出したときの状態（例えば被験
者の動き、および環境）を把握することが、バイタルサインを正確に読み取り診断する上
で必要である。
【０００３】
　例えば、時折出現する不整脈を捉えるために２４時間装着する携帯式のホルター心電計
が使用されることがある。ホルター心電計は、被験者が日常の行動を記録して、医師は心
電図を行動記録と照合しながら診断を行う。
【０００４】
　ここで、行動記録は、例えば被験者が所定の用紙に記入することで作成される。例えば
被験者は、ホルター心電計を装着している間の運動、歩行、休憩の区別だけでなく、階段
昇降といった事細かな動きまで記録を求められる場合がある。しかし、常に行動を事細か
に記録することは被験者にとって煩雑な作業であり、行動の記入漏れや時刻の記入忘れ等
が生じることがある。すると、医師が誤った診断をする恐れがある。
【０００５】
　そこで、被験者の自己申告によらずに、センサーを用いて被験者の行動を把握する発明
が開示されている。例えば、特許文献１の発明では、被験者は筋電計と加速度計を装備す
る。そして、正常な部位と障害のある部位の動きの差を表示するので、医師はリハビリの
進み具合などを評価できる。つまり、事細かな動きまで、筋電計と加速度計で正確に把握
することが可能である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００５－２７８７０６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかし、特許文献１の発明は、被験者の行動自体を客観的、定量的に捉えることを目的
とするものである。そのため、検出されたバイタルサインと関連させる手法等を開示する
ものではない。
【０００８】
　そのため、特許文献１の発明を単純にバイタルサイン計測装置に適用しても、医師が被
験者の行動とバイタルサインとを逐一照合して必要なデータを取捨選択する必要があり、
医師の負担は軽減されない。
【０００９】
　本発明はこのような問題点に鑑みてなされたものである。本発明のいくつかの態様によ
れば、バイタルサインの検出とともに必要な支援情報を検出して、被験者や診断を行う医
師の負担を軽減しつつ、バイタルサインを正しく読み取ることを可能にするバイタルサイ
ン計測装置を提供できる。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
（１）本発明は、バイタルサイン計測装置であって、被験者のバイタルサインを検出して
、バイタルデータとして出力するバイタルサイン検出部と、前記バイタルサインの検出時
における前記被験者の状態を表す支援情報を検出して、支援データとして出力する支援情
報検出部と、前記支援データに基づいて前記バイタルデータが有効であるか否かの評価を
行うデータ評価部と、を含む。
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【００１１】
　本発明に係るバイタルサイン計測装置は、被験者のバイタルサインを検出するバイタル
サイン検出部だけでなく、検出時における支援情報を検出する支援情報検出部を含む。更
に、支援データに基づいてバイタルデータが有効であるか否かの評価を行うデータ評価部
を含む。
【００１２】
　支援情報検出部によって、被験者の状態を表す情報である支援情報が自動的に取得され
るため、被験者が行動を記録する必要がなく、その負担を軽減することができる。そして
、データ評価部によってバイタルデータが有効か否か、すなわち診断に用いることができ
るデータか否かが自動的に判断されているので、医師が有効性を判断する必要がなく、そ
の負担を軽減することができる。そして、正確な行動記録が用意されているため、医師は
バイタルデータから被験者のバイタルサインを正しく読み取ることが可能である。
【００１３】
　ここで、バイタルサインとは、例えば心電、心拍、脈拍、脈波、血圧、血糖、体温等で
あるがこれらに限るものではない。
【００１４】
　また、支援情報とは被験者の状態を表す情報である。被験者の状態とは被験者自身の行
動（例えば運動中、歩行中、休憩中、階段昇降等）のみならず、被験者のおかれた環境（
例えば日時、気温、天候等）までも含む意味である。
【００１５】
　バイタルデータが有効でないとは、例えば被験者の行動に基づくノイズに埋もれて、診
断に有用な波形が読み取れない状態等をいう。例えば、バイタルサインが心電である場合
には、検出された電位の変化を表すデータがバイタルデータであるが、被験者が激しい運
動をしていると筋電というノイズに埋もれて有効でない場合がある。
【００１６】
　このような場合、本発明によれば支援データから被験者が激しい運動をしていることを
知ることができる。そして、データ評価部によって、被験者が激しい運動をしているとき
のバイタルデータを、被験者の行動記録や医師の照合を要することなく、自動的に有効で
ないと評価することが可能である。
【００１７】
　一方、データ評価部によって有効と判断されたバイタルデータの中に、波形の崩れた心
電があれば、医師が直ちに異常と診断できるため、効果的かつ迅速な診断が可能になる。
【００１８】
　なお、データ評価部は有効でないと判断したバイタルデータや支援データを削除しても
よいし、有効でないことが判別できるようなフラグ（エラーフラグ）をこれらのデータに
付加してもよい。
【００１９】
（２）このバイタルサイン計測装置において、前記バイタルサイン検出部に検出開始を指
示する検出タイミング制御部を含み、前記検出タイミング制御部は、前記データ評価部か
ら前記評価の結果を受け取り、前記バイタルデータが有効でないと評価された場合に、前
記バイタルサイン検出部に再び前記検出開始を指示してもよい。
【００２０】
　本発明に係るバイタルサイン計測装置は、バイタルサインの検出開始を指示する検出タ
イミング制御部を含む。そして、検出タイミング制御部は、データ評価部から評価の結果
を受け取り、バイタルデータが有効でないと評価された場合には再びバイタルサインの検
出開始を指示する。このとき、検出タイミング制御部は、支援情報についても検出開始を
指示できてもよい。そして、バイタルデータが有効でないと評価された場合には再びバイ
タルサインおよび支援情報の検出開始を指示してもよい。
【００２１】
　バイタルデータが有効でない場合には、再びバイタルサインの検出が開始されるので、
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これらのデータの数を確保して正確な診断を行うことが可能になる。
【００２２】
　例えば、バイタルサインが血糖であって数時間おきに検出される場合、１回のバイタル
データが有効でないことでデータ不足となり、医師による正確な診断に支障をきたす可能
性がある。このとき、バイタルサイン計測装置が、バイタルデータが有効でない場合に自
動的にバイタルサインを再度検出すれば、このような問題を回避できる。
【００２３】
　なお、検出タイミング制御部は、データ評価部から支援データが有効でないとの結果を
得た場合にも、再びバイタルサイン、支援情報の検出開始を指示してもよい。例えば、ノ
イズ等の影響により支援データが正しく得られなかった場合にも、バイタルデータを適切
に評価できないため、医師による正確な診断ができない可能性があるからである。
【００２４】
（３）このバイタルサイン計測装置において、前記支援情報検出部は、前記支援情報とし
て前記被験者の動きを検出するセンサーを含んでもよい。
【００２５】
　本発明によれば、センサーによって、被験者の動きを検出して支援情報として利用する
ことが可能になる。具体的には、被験者が例えば運動中であるか、歩行中であるか、休憩
しているか等を区別することができるので、データ評価部はバイタルデータが有効である
か否かの判断を正確に行うことができる。
【００２６】
　また、センサーによって、被験者の動きが事細かに検出される。そのため被験者は行動
記録を記入する手間が不要になる。そして医師は、被験者が記入する行動記録よりも、詳
細で診断に役立つ支援データを得ることができる。
【００２７】
　ここで、センサーとはモーションセンサーであってもよいし、圧力センサーであっても
よいし、他のセンサーであってもよい。また、複数の種類を含んでいてもよい。
【００２８】
　例えば、圧力センサーの場合、被験者の姿勢などを検出して支援情報として利用するこ
とが可能になる。具体的には、被験者が例えば立っているのか、座っているのか、寝てい
るのか等を区別することができるので、正確な診断のための有用な情報を提供できる。ま
た、データ評価部はバイタルデータが有効であるか否かの判断を正確に行うことができる
。
【００２９】
　さらに、圧力センサーとモーションセンサーの両方を備える場合、圧力センサーは例え
ば気圧の変化を感知するため、モーションセンサーによる動作の感知と組み合わせること
で、階段の昇降等の動きを事細かに検出できる。
【００３０】
　そのため、被験者は行動記録を記入する手間が不要になる。そして医師は、被験者の申
告による行動記録よりも、詳細で診断に役立つ支援データを得ることができる。
【００３１】
（４）このバイタルサイン計測装置において、前記支援情報検出部は、前記支援情報とし
て前記被験者の音声を検出する音声検出部を含んでもよい。
【００３２】
　本発明によれば、音声検出部によって、被験者の声の状態に基づいて感情を知ることが
でき、支援情報として利用することが可能になる。音声検出部は例えばマイクであり、被
験者の声の音圧によって、興奮状態にあるのか、冷静であるのか等を区別することができ
る。よって、データ評価部はバイタルデータが有効であるか否かの判断を正確に行うこと
ができる。
【００３３】
　そのため、被験者は会話していたことを行動記録として記入する手間が不要になる。そ
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して医師は、被験者の感情までも知ることができる、詳細で診断に役立つ支援データを得
られる。
【００３４】
（５）このバイタルサイン計測装置において、前記支援情報検出部は、前記支援情報とし
て前記被験者の位置を検出する位置検出部を含んでもよい。
【００３５】
　本発明によれば、位置検出部によって、被験者の位置を知ることができ、支援情報とし
て利用することが可能になる。位置検出部は例えばＧＰＳであって、被験者が仕事中であ
るのか、帰宅しているのか等を区別することを可能にする。よって、データ評価部はバイ
タルデータが有効であるか否かの判断を正確に行うことができる。
【００３６】
（６）このバイタルサイン計測装置において、前記バイタルデータおよび前記支援データ
を記憶する記憶部を含んでもよい。
【００３７】
　本発明に係るバイタルサイン計測装置は、バイタルデータと支援データを記憶する記憶
部を含む。例えば数日間連続の計測を行って記憶部にこれらのデータを記憶し、その後の
都合のよい時に医師に診断してもらうことが可能になる。
【００３８】
　記憶部は、不揮発性（例えば、フラッシュメモリー等）であることが好ましい。また、
計測中の全てのデータを記憶できる程度に容量が大きいことが好ましい。なお、記憶部の
データが適宜通信手段によって送信される場合には、記憶部は小容量のＦＩＦＯメモリー
であってもよい。そして、記憶部はバイタルサイン計測装置から着脱可能なものであって
もよい。ここで、記憶部に記憶されるバイタルデータと支援データは、バイタルサインと
支援情報が検出された時間が後日でも判るように、タイムスタンプ（時刻情報）を含んで
いてもよい。
【００３９】
　ここで、バイタルサイン計測装置に含まれる記憶部の容量は限られているため、有効な
データだけを記憶することが好ましい。そこで、データ評価部が有効でないと評価したバ
イタルデータは自動的に記憶の対象から除外されてもよい。なお、対応する支援データも
同時に除外されてもよい。このとき、医師は記憶部のデータから有効でないデータを排除
する作業を行う必要がなく、効率的な診断を行うことができる。
【００４０】
（７）このバイタルサイン計測装置において、無線で前記バイタルデータおよび前記支援
データに基づくデータを送信する無線通信部を含んでもよい。
【００４１】
　本発明によれば、被験者が例えば病院から遠く離れた場所で生活していても、被験者の
バイタルサインを無線で送信することが可能である。そのため、医師は遠隔地の被験者の
診断を病院でいつでも行うことができる。
【００４２】
　そして、例えば被験者が意識不明の状態に陥った場合には、医師は被験者のバイタルサ
インの異常から緊急事態を把握でき、救急車などを手配することが可能になる。このとき
、支援データに被験者の位置情報が含まれていれば、短い時間で病院に搬送することが可
能になる。
【００４３】
（８）本発明は、バイタルサイン計測プログラムであって、被験者のバイタルサインを検
出するバイタルサイン検出部から出力されるバイタルデータと、前記バイタルサインの検
出時における前記被験者の状態を表す支援情報を検出する支援情報検出部から出力される
支援データと、を受け取り、前記支援データに基づいて前記バイタルデータが有効である
か否かの評価を行うデータ評価部としてコンピューターを機能させる。
【００４４】
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（９）本発明は、コンピューター読み取り可能な記録媒体であって、前記のバイタルサイ
ン計測プログラムを記録する。
【００４５】
　これらの発明に係るバイタルサイン計測プログラムは、被験者のバイタルサインを検出
するバイタルサイン検出部からのバイタルデータ、その検出時における支援情報を検出す
る支援情報検出部からの支援データに基づいて所定の処理をする。具体的には、支援デー
タに基づいてバイタルデータが有効であるか否かの評価を行うデータ評価部としてコンピ
ューターを機能させる。
【００４６】
　このプログラムによって、バイタルデータが有効か否か、すなわち診断に用いることが
できるデータか否かが自動的に判断されるので、医師の負担を軽減することができる。そ
して、正確な被験者の状態を表すデータ（支援データ）が用意されているため、医師はバ
イタルデータから被験者のバイタルサインを正しく読み取ることが可能である。
【００４７】
　さらに、このプログラムによって、バイタルデータが有効か否かの評価を行うので、検
出するバイタルサインや支援情報の変更、増減に対して柔軟に対応することが可能になる
。
【００４８】
　そして、このプログラムは、例えば光ディスク（ＣＤ、ＤＶＤ）、光磁気ディスク（Ｍ
Ｏ）、磁気ディスク、ハードディスク、磁気テープ、メモリー（ＲＯＭ、フラッシュメモ
リー等）である記録媒体に記録されていてもよい。例えば、コンピューターのＣＰＵは記
録媒体からこのプログラムを読み出して、前記のデータ評価部として機能することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】第１実施形態におけるバイタルサイン計測装置のブロック図。
【図２】図２（Ａ）～図２（Ｂ）は第１実施形態におけるバイタルサイン計測装置の外観
と表示の例を示す図。
【図３】図３（Ａ）～図３（Ｃ）は被験者の状態（姿勢）を表す図。
【図４】バイタルサイン検出部の構成例。
【図５】支援情報検出部の構成例。
【図６】図６（Ａ）～図６（Ｂ）は第１実施形態のバイタルデータの変化の例、図６（Ｃ
）～図６（Ｄ）は第１実施形態の支援データの変化の例を示す図。
【図７】第１実施形態のフローチャート。
【図８】図８（Ａ）～図８（Ｃ）は第１実施形態のノイズ除去の例を示す図。
【図９】第２実施形態におけるバイタルサイン計測装置のブロック図。
【図１０】第２実施形態におけるバイタルサイン計測装置による緊急通報の例を示す図。
【図１１】第２実施形態のフローチャート。
【図１２】第２実施形態のフローチャート（サブルーチン）。
【図１３】第３実施形態におけるバイタルサイン計測装置のブロック図。
【発明を実施するための形態】
【００５０】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照して説明する。なお、第２実施形態の説明
において、第１実施形態と同じ要素については同一符号を付し、説明を省略する。
【００５１】
１．第１実施形態
１．１．バイタルサイン計測装置の構成
　本発明の第１実施形態について図１～図８を参照して説明する。図１は、本実施形態の
バイタルサイン計測装置１０のブロック図である。
【００５２】
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　本実施形態のバイタルサイン計測装置１０は、バイタルサイン検出部２０、支援情報検
出部３０、データ評価部４４を含む。そして、バイタルサイン計測装置１０は、さらにデ
ータ格納部４２、検出タイミング制御部４６、記憶制御部５０、記憶部６０、表示制御部
４８、表示部８０を含んでもよい。
【００５３】
　バイタルサイン検出部２０は、被験者のバイタルサイン（生体情報）を検出する。バイ
タルサインは、例えば、心電、心拍、脈拍、脈波、血圧、血糖、体温等である。バイタル
サイン計測装置１０は、１つのバイタルサインを検出してもよいし、複数のバイタルサイ
ンを検出してもよい。そして、バイタルサイン検出部２０は、検出したバイタルサインを
表すデータをバイタルデータ１２０として出力する。
【００５４】
　支援情報検出部３０は、被験者の状態を表す情報である支援情報を検出する。ここで、
被験者の状態とは被験者自身の行動（例えば運動中、歩行中、休憩中、階段昇降等）のみ
ならず、被験者のおかれた環境（例えば日時、気温、天候等）までも含む意味である。支
援情報によって、バイタルサインが検出されたときの被験者の状態を知ることができる。
そして、支援情報検出部３０は、検出した支援情報を表すデータを支援データ１３０とし
て出力する。
【００５５】
　データ評価部４４は、支援データ１３０に基づいてバイタルデータ１２０が有効である
か否かの評価を行う。評価とは、医師がそのバイタルデータを診断に用いることができる
か否かを判断することであり、具体的には波形がノイズに埋もれたり、ノイズの影響でつ
ぶれたりしていないかを判断することである。
【００５６】
　例えば、後述するように、激しい運動の最中に心電をとると、筋電によるノイズに埋も
れて心電のパルスの間隔が測れない場合がある。そのような場合には、データ評価部４４
はバイタルデータを有効でないと判断して、例えばバイタルデータにエラーフラグを付加
したり、データ自体を消去したりする。
【００５７】
　データ格納部４２は、バイタルサイン検出部２０からのバイタルデータ１２０、支援情
報検出部３０からの支援データ１３０を受け取り、検出データ１４２として出力する。検
出データ１４２は、一時保存されたバイタルデータ１２０と支援データ１３０であって、
例えば両データが結合される等のデータ形式の変換が行われていてもよい。データ評価部
４４と記憶部６０は、検出データ１４２を必要なタイミングで受け取る。データ格納部４
２があることにより、データ評価部４４が行う評価、記憶部６０が行う記憶の時間的な自
由度が増す。
【００５８】
　検出タイミング制御部４６は、バイタルサイン、支援情報の検出開始を指示する。検出
タイミング制御部４６は、レジスター（図外）等で指定された所定のタイミングで、制御
信号１４６によって、バイタルサイン検出部２０にバイタルサインの検出を指示する。ま
た、制御信号１４７によって、支援情報検出部３０に支援情報の検出を指示する。
【００５９】
　さらに、検出タイミング制御部４６は、データ評価部４４から評価結果データ１４５を
受け取り、バイタルデータ１２０および支援データ１３０の少なくとも一方が有効でない
と評価された場合に、バイタルサインおよびの支援情報の再度の検出（以下、再検出）を
指示する。ここで、支援データ１３０が有効でないとは、例えば支援データ１３０の値が
想定された範囲を超えており、バイタルデータ１２０が有効か否かを判断できないことを
意味する。
【００６０】
　再検出が行われることで、医師の診断に必要なバイタルデータ１２０と支援データ１３
０とを確保することが可能になる。
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【００６１】
　記憶制御部５０は、データ評価部４４から評価結果データ１４３を受け取り、評価の結
果に基づいて記憶部６０へ制御信号１５０を出力する。例えば記憶制御部５０は、検出デ
ータ１４２が有効なデータであるとの評価結果を受け取った場合には、制御信号１５０に
よって、検出データ１４２の記憶部６０への記憶を指示する。
【００６２】
　このとき、記憶部６０には有効なデータだけを記憶することができ、記憶部６０の容量
を無駄にすることがない。なお、データ評価部４４が検出データ１４２に対して例えばノ
イズ除去、統計処理といった演算処理を行う場合、記憶制御部５０は、検出データ１４２
に代えて演算処理後の検出データ（図外）を記憶部６０に記憶させてもよい。このとき、
記憶部６０には有効かつ直ちに診断に用いることが可能なデータだけが記憶され、記憶部
６０の容量を無駄にしないだけでなく、医師が直ちに診断することを可能にする。
【００６３】
　記憶部６０は、医師が診断に用いるデータを記憶する。記憶部６０があることで、バイ
タルサイン計測装置１０による計測を連続して行うことが可能になる。例えば数日間連続
の計測を行って記憶部６０にデータを記憶した後に、都合のよい時に医師に診断してもら
ってもよい。
【００６４】
　記憶部６０は、不揮発性（例えば、フラッシュメモリー等）であることが好ましい。ま
た、計測中の全てのデータを記憶できる程度に容量が大きいことが好ましい。また、記憶
部６０は、例えばメモリーカードであって、バイタルサイン計測装置１０から着脱可能で
あってもよい。
【００６５】
　記憶部６０に記憶されるバイタルデータと支援データ（具体的には、検出データ１４２
、又はデータ評価部４４で演算処理された検出データ）は、バイタルサインと支援情報が
検出された時間が判るようにタイムスタンプを含んでいてもよい。このとき、例えば医師
が両データをグラフ等で表示した場合に、同一の時間軸を使用でき、両データの対応関係
を直感的に把握することができる。
【００６６】
　表示制御部４８は、データ評価部４４から評価結果データ１４４を受け取り、評価の結
果に基づいて表示部８０へ必要な表示を指示する制御信号１４８を出力する。例えば表示
制御部４８は、検出データ１４２が有効なデータでないとの評価結果を受け取った場合に
は、制御信号１４８によって被験者に警告表示を指示してもよい。また、表示制御部４８
は、バイタルサイン計測装置１０の起動時に、検出するバイタルサインを被験者に選択さ
せる検出項目選択画面を表示させてもよい。
【００６７】
　表示部８０は、例えばＬＣＤ（Liquid Crystal Display）、ＥＰＤ（Electrophoretic 
Display）等であって、バイタルサイン計測装置１０の状態等を被験者に知らせるために
用いられる。本実施形態の表示部８０は、バイタルサイン計測装置１０と一体となったＬ
ＣＤであるとする。
【００６８】
　バイタルサイン計測装置１０は、さらに入力部（図外）を備えていてもよい。入力部は
被験者からの入力を受け付けて、例えば検出するバイタルサインの選択に用いられてもよ
い。また、バイタルサイン計測装置１０は、携帯可能で、小型であることが好ましい。こ
のとき、被験者はバイタルサイン計測装置１０を意識することがない。そのため、被験者
のリラックスした状態におけるバイタルサインを検出することが可能になる。
【００６９】
１．２．バイタルサイン計測装置の外観
　図２（Ａ）は、本実施形態のバイタルサイン計測装置１０の外観を示す図である。なお
、図１と同じ要素には同じ符号を付しており説明を省略する。
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【００７０】
　図２（Ａ）のように、バイタルサイン計測装置１０は、例えば被験者の腕に装着される
。バイタルサイン計測装置１０の外観は例えば腕時計のようであってもよい。このとき、
被験者に装着による違和感を与えることなく、バイタルサインの検出ができる。
【００７１】
　本実施形態のバイタルサイン計測装置１０は、ケース２に処理装置が内蔵されており、
使用者はバンド３で腕に固定する。ケース２の正面には、表示部８０があり、必要な表示
を行う。そして、ボタン７、８は被験者からの入力を受け付ける入力部として機能しても
よい。
【００７２】
　バイタルサイン計測装置１０の被験者と接触する面（裏面）には、例えば脈拍、脈波、
血圧、体温を検出するセンサー、電極があり、バイタルサイン検出部として機能する。ま
た、例えば被験者は心電、心拍を検出するための電極を胸部に貼り付けていて、有線でバ
イタルサイン計測装置１０に接続されていてもよい（図外）。
【００７３】
　本実施携帯のバイタルサイン計測装置１０は、腕時計型の小型携帯装置であって、電池
によって動作する。なお、記憶部（図１参照）は、バイタルサイン計測装置１０に内蔵さ
れていて医師がケーブル等でそのデータを読み出してもよいし、着脱可能なメモリーカー
ドであって医師が診断時に取り出してもよい。
【００７４】
　図２（Ａ）において、表示部８０は被験者に検出項目を選択させる画面を表示している
。この画面は例えば起動時に表示され、被験者はボタン７、８で必要な検出項目（バイタ
ルサイン）を選択する。そして、検出タイミング制御部（図１参照）は、選択されたバイ
タルサインと必要な支援情報の検出開始を適切なタイミングで指示する。図２（Ａ）の例
では、バイタルサインとして心電と心拍が選択されている。
【００７５】
　図２（Ｂ）は、表示部８０が別の表示を行っている例を示す。例えば、データ評価部（
図１参照）によって検出データが有効でないと評価された場合に、その原因が被験者の装
着具合の不備にあるならば、図２（Ｂ）のような警告表示を行ってもよい。これにより、
有効な検出データを得ることが可能になる。
【００７６】
　このとき、支援情報の１つとして温度を検出していれば図２（Ｂ）の警告表示を行う場
合の判断に用いることもできる。例えば、バイタルサイン計測装置１０の裏面の温度が体
温（おおよそ３５℃以上）であれば適切な装着がされていると考えられ警告表示は行わな
い。一方、その温度が気温と同程度（例えば２５℃）であれば警告表示を行う。
【００７７】
　この例のように支援データは、被験者の状態を把握するのに使用される。そして、特に
バイタルデータが有効か無効かを判断する材料として用いられる。次に、支援データの具
体例について説明する。
【００７８】
１．３．支援データ
　図３（Ａ）～図３（Ｃ）は、被験者の状態、具体的には被験者の姿勢を表す図である。
例えばバイタルサイン計測装置１０は、バイタルサインとして血圧を検出することができ
るとする。このとき、病院において緊張しながら血圧を測る場合と比べて、リラックスし
た日常生活における血圧を測ることができるとの利点を有する。しかし、医師による正確
な診断にとって、立位（図３（Ａ））、座位（図３（Ｂ））、伏位（図３（Ｃ））のいず
れで検出された血圧であるかは重要な情報である。
【００７９】
　しかし、事細かな姿勢まで被験者が記録することは現実的ではない。また、被験者に特
に意識させることなく血圧が検出されるので、被験者は検出時にどのような状態であった
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かを思い出せないこともある。よって、バイタルサインとして血圧を検出する場合には、
支援情報として被験者の姿勢が検出されて、支援データとして記録される必要がある。
【００８０】
　ここで、被験者の姿勢の検出は、例えばバイタルサイン計測装置１０が圧力センサーを
含むことで可能になる。圧力センサーは、気圧の変化を感知し、例えば数ｃｍ程度の高さ
の変化を検出することも可能である。そのため、医師は支援データに基づいて立位（図３
（Ａ））、座位（図３（Ｂ））、伏位（図３（Ｃ））の区別をすることができる。
【００８１】
　本実施形態のバイタルサイン計測装置１０は、バイタルサインとして血圧以外にも、心
電、心拍、血糖、体温、脈拍、脈波が検出できるとする。これらのバイタルサインのうち
、多くのものは被験者の安静状態で検出されることが好ましい。しかし、心拍などは激し
い運動時にどの程度まで上昇するかを診断で見たい場合もある。そこで、被験者の動きを
検出するモーションセンサーが本実施形態のバイタルサイン計測装置１０に含まれている
とする。
【００８２】
　モーションセンサーによって、被験者が静止しているのか、ゆっくり歩いているのか、
激しい運動をしているのかがわかる。また、バイタルサインとして運動の影響を受けやす
い心電を検出する場合には、モーションセンサーおよび圧力センサーの検出データに基づ
いて、階段を昇降中であるのか、座っているのが家の椅子であるのか、電車や自動車の椅
子であるのかがわかるので、より正確な診断が可能になる。
【００８３】
　また、支援データとして、被験者の感情を得ることも可能である。例えば、被験者に行
動を記録させることは可能である。しかし、感情の変化を記録させることは、その客観性
の面からも現実的ではない。本実施形態のバイタルサイン計測装置１０は、音声検出部（
具体例としてはマイク）を含み、特に音圧を測ることにより、被験者の感情判断が可能に
なる。
【００８４】
　例えば、バイタルサインとして感情の影響を受けやすい血糖を検出する場合には、音圧
レベルが高く被験者の感情が高ぶっている状態か、通常の会話をしている比較的平静な状
態かを区別できるので、より正確な診断が可能になる。
【００８５】
　さらに、支援データとして、被験者の位置を知ることも可能である。例えば、本実施形
態のバイタルサイン計測装置１０は、位置検出部（具体例としてはＧＰＳ受信機）を含み
、例えば、被験者が会社で仕事中か、自宅にいるか、旅行中であるかを判断することがで
きる。このとき、被験者の緊張の度合いを知ることができ、より正確な診断が可能になる
。
【００８６】
　このように、支援データは、バイタルデータの信頼度を高め、正確な診断を可能にする
。また、被験者としては、行動記録を作成する煩わしさから開放され、医師にとっては詳
細で正確な行動、感情、位置などの情報を得ることができる。
【００８７】
　さらに、具体的には後述するが、データ評価部（図１参照）によって、支援データに基
づいて診断に用いるのに不適な（有効でない）バイタルデータを排除することが可能にな
る。そのため、医師による診断の効率を高めることができる。
【００８８】
　ここで、前記のいくつかの例のように、バイタルサインに応じて必要な支援情報が選択
されてもよい。例えば、心電だけを検出するのであれば、モーションセンサーと圧力セン
サーだけがオン状態となり、他の支援情報を得るのに必要なマイク等はオフ状態になって
いてもよい。このとき、バイタルサイン計測装置１０の消費電力を低減することが可能に
なる。
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【００８９】
１．４．検出部の構成例
１．４．１．バイタルサイン検出部
　図４は、バイタルサイン検出部２０の構成例を表す図である。なお図１～図３と同じ要
素には同じ符号を付しており説明を省略する。なお、図４のバイタルデータ１２０Ａ～１
２０Ｅは、図１のバイタルデータ１２０を構成する。また、図４の制御信号１４６Ａ～１
４６Ｅは、図１の制御信号１４６を構成する。
【００９０】
　バイタルサイン検出部２０は、バイタルサインとして心電を検出する心電検出部２０Ａ
を含む。心電検出部２０Ａは電源電圧としてＶ２０Ａを用いており、その電源と心電検出
部２０Ａとの間にはスイッチ２２Ａが設けられている。
【００９１】
　制御信号１４６Ａは、バイタルサインとして心電が選択されない場合には、スイッチ２
２Ａをオフ状態にして消費電力を抑える。そして、制御信号１４６Ａは、バイタルサイン
として心電が選択される場合には、スイッチ２２Ａをオン状態にして、心電検出部２０Ａ
に例えば数ｍｓ間隔で心電を検出するように指示する。
【００９２】
　バイタルサイン検出部２０は、心電検出部２０Ａおよびスイッチ２２Ａと同様の構成で
、心拍を検出する心拍検出部２０Ｂおよびスイッチ２２Ｂ、血圧を検出する血圧検出部２
０Ｃおよびスイッチ２２Ｃ、血糖を検出する血糖検出部２０Ｄおよびスイッチ２２Ｄ、体
温を検出する体温検出部２０Ｅおよびスイッチ２２Ｅを含む。バイタルサイン検出部２０
は、さらに脈拍を検出する脈拍検出部、脈波を検出する脈波検出部を含んでいてもよい。
【００９３】
　制御信号１４６Ｂ～１４６Ｅは、バイタルサインとしてそれぞれ心拍、血圧、血糖、体
温が選択されない場合には、それぞれスイッチ２２Ｂ、２２Ｃ、２２Ｄ、２２Ｅをオフ状
態にして消費電力を抑える。ここで、図４のＶ２０Ｂ、Ｖ２０Ｃ、Ｖ２０Ｄ、Ｖ２０Ｅは
、それぞれ心拍検出部２０Ｂ、血圧検出部２０Ｃ、血糖検出部２０Ｄ、体温検出部２０Ｅ
の電源電圧を表す。
【００９４】
　逆に、バイタルサインとしてそれぞれ心拍、血圧、血糖、体温が選択された場合には、
対応するスイッチをオン状態とする。そして、例えば、心拍検出部２０Ｂは数百ｍｓ間隔
で、血圧検出部２０Ｃ、血糖検出部２０Ｄ、体温検出部２０Ｅは数時間間隔でバイタルサ
インを検出するように指示する。
【００９５】
　ここで、図２（Ａ）の例のように、バイタルサイン計測装置の起動時に、表示部の検出
項目選択画面で被験者が「心電」と「心拍」とを選択したとする。このとき、図４では、
制御信号１４６Ａ、１４６Ｂによって、スイッチ２２Ａ、２２Ｂのみがオン状態となり、
心電検出部２０Ａ、心拍検出部２０Ｂが検出動作を開始する。そして、バイタルサインの
検出を開始した場合には、支援情報の検出も開始されることになる。
【００９６】
１．４．２．支援情報検出部
　図５は、支援情報検出部３０の構成例を表す図である。なお図１～図４と同じ要素には
同じ符号を付しており説明を省略する。なお、図５の支援データ１３０Ａ～１３０Ｅは、
図１の支援データ１３０を構成する。また、図５の制御信号１４７Ａ～１４７Ｅは、図１
の制御信号１４７を構成する。
【００９７】
　支援情報検出部３０は、支援情報として被験者の動きを検出するモーションセンサー３
０Ａを含む。モーションセンサー３０Ａは、例えば３軸加速度センサーと３軸角速度セン
サーを含むものであって、被験者の３次元方向の動き、回転、傾きを感知するものであっ
てもよいが、これに限られない。モーションセンサー３０Ａは、電源電圧としてＶ３０Ａ
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を用いており、その電源とモーションセンサー３０Ａとの間にはスイッチ３２Ａが設けら
れている。
【００９８】
　制御信号１４７Ａは、支援情報として被験者の動きが不要な場合には、スイッチ３２Ａ
をオフ状態にして消費電力を抑える。そして、制御信号１４７Ａは、支援情報として被験
者の動きが必要な場合には、スイッチ３２Ａをオン状態にしてモーションセンサー３０Ａ
を動作させる。
【００９９】
　支援情報検出部３０は、モーションセンサー３０Ａおよびスイッチ３２Ａと同様の構成
で、被験者の姿勢などを検出する圧力センサー３０Ｂおよびスイッチ３２Ｂ、感情の判断
に用いるために被験者の声（音圧、内容、抑揚）を検出する音声検出部３０Ｃおよびスイ
ッチ３２Ｃ、仕事中、休暇中等の判断のために被験者の位置を検出する位置検出部３０Ｄ
およびスイッチ３２Ｄ、バイタルサイン計測装置の装着具合を確認するために温度を検出
する温度検出部３０Ｅおよびスイッチ３２Ｅを含む。支援情報検出部３０は、さらに天気
や気温などの環境を検出可能であってもよい。
【０１００】
　これらの支援情報は、選択されたバイタルサイン（心電、心拍、血圧、血糖、体温）に
応じて選択される。例えば、バイタルサインとして血糖を検出する場合には、血糖値の変
化と関連する被験者の声が検出される。
【０１０１】
　制御信号１４７Ｂ～１４７Ｅは、支援情報としてそれぞれ被験者の姿勢、被験者の声、
被験者の位置、温度が選択されない場合には、それぞれスイッチ３２Ｂ、３２Ｃ、３２Ｄ
、３２Ｅをオフ状態にして消費電力を抑える。ここで、図５のＶ３０Ｂ、Ｖ３０Ｃ、Ｖ３

０Ｄ、Ｖ３０Ｅは、それぞれ圧力センサー３０Ｂ、音声検出部３０Ｃ、位置検出部３０Ｄ
、温度検出部３０Ｅの電源電圧を表す。
【０１０２】
　逆に、支援情報としてそれぞれ被験者の姿勢、被験者の声、被験者の位置、温度が選択
された場合には、対応するスイッチをオン状態とする。これらの支援情報は、バイタルサ
インの検出を開始した場合に、検出が開始される。
【０１０３】
　ここで、図２（Ａ）の例のように、バイタルサイン計測装置の起動時に、表示部の検出
項目選択画面で被験者が「心電」と「心拍」とを選択したとする。このとき、支援情報と
して、例えば被験者の動きと被験者の声が選択されたとする。図５では、制御信号１４７
Ａ、１４７Ｃによって、スイッチ３２Ａ、３２Ｃがオン状態となり、モーションセンサー
３０Ａ、音声検出部３０Ｃが検出動作を開始する。
【０１０４】
１．５．バイタルデータと支援データ
　図６（Ａ）～図６（Ｂ）は本実施形態のバイタルデータの変化の例を表す図である。ま
た、図６（Ｃ）～図６（Ｄ）は本実施形態の支援データの変化の例を表す図である。
【０１０５】
　本実施形態のバイタルサイン計測装置は、バイタルサイン検出部（図４参照）が、バイ
タルサインを検出してバイタルデータとして出力する。また、支援情報検出部（図５参照
）が、バイタルサインの検出時における前記被験者の状態を表す支援情報を検出して、支
援データとして出力する。図６（Ａ）～図６（Ｄ）は、バイタルデータ、支援データを時
系列に並べた図であって、図２（Ａ）の例のように被験者が「心電」と「心拍」とを選択
した場合に対応する。
【０１０６】
　ここで、バイタルサイン「心電」を表すバイタルデータは、例えば図６（Ａ）のように
電位の変化で表される。以下の説明では「心電位」と表現する。また、バイタルサイン「
心拍」を表すバイタルデータは、例えば図６（Ｂ）のように１分あたりの数で表現される
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。以下の説明では「心拍数」と表現する。
【０１０７】
　そして、モーションセンサーが検出する被験者の動きも、例えば図６（Ｃ）のように動
きの激しさに対応したレベル（例えば、電位）で表すことができる。以下の説明では「動
きレベル」と表現し、被験者の動きが激しいほど動きレベルが高くなるとする。被験者の
感情を知るために、音声検出部が検出する被験者の声も、例えば図６（Ｄ）のように音圧
の大きさに対応したレベル（例えば、電位）で表すことができる。以下の説明では「音圧
レベル」と表現し、被験者の感情が高ぶっている場合に音圧レベルが高くなるとする。
【０１０８】
　例えば、従来のホルター心電計を用いた計測では、医師は心電計から得られた図６（Ａ
）、図６（Ｂ）に相当するバイタルデータと、被験者が自分で記入した行動記録とを照合
して診断を行う。被験者が忘れたり、怠惰であったりして、例えば激しい運動を行ったと
きの記録を忘れると、医師は異常が発生したと誤診するおそれがある。
【０１０９】
　これに対し、本実施形態のバイタルサイン計測装置は、バイタルサインの検出中に支援
情報が自動的に検出される。従って、医師はバイタルデータに対応した支援データを入手
することができ、例えば図６（Ａ）～図６（Ｄ）のような時系列に沿った表示に基づいて
、正確な診断を行うことが可能である。
【０１１０】
　例えば、図６（Ａ）において、期間Ｔ２では心電位の振幅が小さくなっている。このと
き、医師は動きレベル（図６（Ｃ））を確認することで、被験者が同期間に激しい運動を
行っていることを知ることができる。また、医師は音圧レベル（図６（Ｄ））を確認する
ことで、感情の高ぶりによっては変化が生じていないことも知ることができる。
【０１１１】
　そして、医師はこの原因が心臓の異常ではなく、期間Ｔ２において心電位を表す波形が
筋電のノイズに埋もれただけであると判断できる。このとき、医師は期間Ｔ２のバイタル
データを除外し、診断に適した他の期間のバイタルデータを探すことができる。
【０１１２】
　例えば、図６（Ａ）において期間Ｔ１では心電位の明確な波形が示されており、心拍数
（図６（Ｂ））においても安定している。このとき、医師は動きレベル（図６（Ｃ））に
よって被験者が安静にしており、音圧レベル（図６（Ｄ））によって日常会話を行ってい
ることを知ることができる。
【０１１３】
　よって、医師は期間Ｔ１のバイタルデータは、被験者が起きていて安静にしている状態
を診断するのに適切であると判断できる。このように医師は、被験者の記録よりも信頼性
の高い支援データに基づいて、適切なバイタルデータを選択することもできる。
【０１１４】
　ここで、本実施形態のバイタルサイン計測装置のデータ評価部は、支援データに基づい
てバイタルデータが有効であるか否かの評価を行う。例えば、データ評価部は期間Ｔ２の
バイタルデータ（図６（Ａ）～図６（Ｂ））を、自動的に有効でないと評価してもよい。
このとき、この期間のバイタルデータに例えばエラーフラグが付加されて、医師が図６（
Ａ）～図６（Ｄ）のようなグラフを見たときに、他の期間とは異なる警告色（例えば、赤
色）で表示されるようにしてもよい。または、有効でないと評価されたバイタルデータが
記憶部（図１参照）に記憶されないようにしてもよい。このとき、記憶部を無駄なく使用
することができ、記憶部を有効に使用することができる。
【０１１５】
　さらに、別の例では、データ評価部は期間Ｔ１のバイタルデータ（図６（Ａ）～図６（
Ｂ））だけを、自動的に有効であると評価してもよい。このとき、医師が図６（Ａ）～図
６（Ｄ）のようなグラフを見たときに、他の期間とは異なる色（例えば、緑色）で表示さ
れて、データの有効性を示すようにしてもよい。さらに、記憶領域を無駄なく使用するた
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め、有効な期間Ｔ１以外のバイタルデータが記憶部（図１参照）に記憶されないようにし
てもよい。
【０１１６】
　このように、本実施形態のバイタルサイン計測装置は、データ評価部が支援データに基
づいてバイタルデータが有効であるか否かの評価を行う。そのため、医師の診断の際に、
有効、又は有効でないバイタルデータを即時に判断できるので、医師の診断の効率を高め
ることが可能になる。また、データ評価部が有効でないバイタルデータを記憶部に記憶さ
せない処理をする場合、医師は有効なバイタルデータのみを受け取るため、さらに診断の
効率が高まるとともに、記憶部を無駄なく使用することが可能になる。
【０１１７】
１．６．フローチャート
　図７は、本実施形態におけるバイタルサイン計測装置のデータ処理を表すフローチャー
トである。具体的には、図１のデータ格納部４２、データ評価部４４、検出タイミング制
御部４６、表示制御部４８、記憶制御部５０が行うデータ処理を示している。なお、これ
らの機能ブロック（図１のデータ格納部４２、データ評価部４４、検出タイミング制御部
４６、表示制御部４８、記憶制御部５０）はＣＰＵで実現されていてもよい（図１３参照
）。
【０１１８】
　データ格納部は、バイタルサイン検出部、支援情報検出部（図１参照）からそれぞれバ
イタルデータ、支援データを受け取る（Ｓ１０）。そして、データ評価部は、データ格納
部からこれらのデータを受け取って、支援データが有効であるか確認し（Ｓ２０）、バイ
タルデータが有効であるか否かを評価する（Ｓ２２）。
【０１１９】
　データ評価部は、まず支援データが有効であること、すなわち、バイタルデータを評価
できるデータであることを確認する。例えば、事前に想定された数値範囲から外れた支援
データであれば、データ評価部は支援データが有効でないと判断してもよい（Ｓ２０Ｎ）
。
【０１２０】
　データ評価部は、支援データが有効であれば（Ｓ２０Ｙ）、支援データに基づいてバイ
タルデータが有効であるか否かを評価する。例えば、バイタルサインが心電である場合、
心電は被験者が安静にしている状態で検出されなくてはならない。そこで、データ評価部
は、被験者の動きレベル（図６（Ｃ）参照）が所定のレベルよりも高い場合にバイタルデ
ータが有効でないと判断し（Ｓ２２Ｎ）、所定のレベル以下の場合にバイタルデータが有
効であると判断してもよい（Ｓ２２Ｙ）。
【０１２１】
　ここで、データ評価部から評価結果データを受け取って、支援データおよびバイタルデ
ータの少なくとも一方が有効でないことを知った表示制御部は、必要な場合に表示部へ警
告表示を行うように指示する（Ｓ３０Ｙ、Ｓ３２）。
【０１２２】
　例えば、被験者がバイタルサイン計測装置を正しく装着していないために有効な支援デ
ータが得られない場合や、電極である金属部分が被験者に密着していないために有効なバ
イタルデータが得られない場合に、表示制御部は警告表示を指示する（図２（Ｂ）参照）
。なお、警告表示と共に警告音が鳴ってもよい。
【０１２３】
　しかし、被験者が就寝中の時間帯であるなど、警告表示が必要とされない場合には（Ｓ
３０Ｎ）、次の再検出の判断（Ｓ４０）に進んでもよい。
【０１２４】
　支援データおよびバイタルデータの少なくとも一方が有効でない場合、データ数を確保
するために再検出が必要な場合がある。例えば、バイタルサインが血糖であって数時間お
きに検出される場合、１回分のバイタルデータが有効でないことでデータ不足となり、医
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師による正確な診断に支障をきたす可能性がある。
【０１２５】
　このとき、データ評価部から評価結果データを受け取って、支援データおよびバイタル
データの少なくとも一方が有効でないことを知った検出タイミング制御部は、例えば、バ
イタルサインの種類によって再検出の必要性を判断する（Ｓ４０）。そして、必要な場合
には（Ｓ４０Ｙ）、直ちにバイタルサイン検出部、支援情報検出部にそれぞれバイタルサ
イン、支援情報の検出を指示する（Ｓ６０）。そして、その後にＳ１０に戻り、再検出に
よるバイタルデータ、支援データをデータ格納部が受け取る。
【０１２６】
　一方、データ評価部が、支援データおよびバイタルデータを有効と評価した場合（Ｓ２
２Ｙ）、これらのデータは記憶部（図１参照）に記憶される必要がある。このとき、デー
タ評価部から評価結果データを受け取った記憶制御部は、記憶部に対し、これらの有効な
データを記録するように指示する（Ｓ２４）。
【０１２７】
　そして、所定時間の経過を待ち（Ｓ５０Ｎ）、次の検出を開始するタイミングになると
（Ｓ５０Ｙ）、検出タイミング制御部は、バイタルサイン検出部、支援情報検出部に検出
開始を指示する（Ｓ６０）。そして、その後にＳ１０に戻り、新たなバイタルデータ、支
援データをデータ格納部が受け取る。
【０１２８】
　なお、再検出が不要の場合（Ｓ４０Ｎ）にも、所定時間が経過した後に（Ｓ５０Ｙ）、
検出タイミング制御部はバイタルサイン検出部、支援情報検出部に検出開始を指示し（Ｓ
６０）、その後にＳ１０に戻る。
【０１２９】
１．７．演算処理
　本実施形態におけるバイタルサイン計測装置は、バイタルデータ、支援データのノイズ
除去、統計処理（例えば、極大値、極小値の抽出や平均化等）といった演算処理を行って
もよい。例えば、再び図１を参照すると、データ評価部４４が検出データ１４２からノイ
ズを除去してもよい。このとき、記憶制御部５０は、検出データ１４２に代えてノイズが
除去された検出データ（図外）を記憶部６０に記憶させるものとする。
【０１３０】
　このとき、記憶部には有効かつ直ちに診断に用いることが可能なデータだけを記憶する
ことができる。よって、記憶部の容量を無駄にせず、医師が直ちに診断することを可能に
する。なお、データ評価部は、演算処理の負担軽減のため、例えば検出データにノイズが
混入していることを検知した場合にだけノイズ除去を行ってもよい。
【０１３１】
　図８（Ａ）～図８（Ｃ）は、バイタルデータ「心電位」のノイズ除去の例を示す図であ
る。図８（Ａ）は、バイタルサイン検出部（図１参照）からのバイタルデータ「心電位」
の波形図である。この波形は正しいデータである周期的なパルス波と、ノイズとが合成さ
れている。
【０１３２】
　図８（Ｂ）は、このときのノイズであり、例えば低周波のサイン波であるとする。その
ため、図８（Ａ）の波形図のように、鋭いピークを有するパルス波が、時間によって電位
方向上下にシフトする。図８（Ａ）のままだと、医師は例えばパルス波の周期を読み取る
こともできない。
【０１３３】
　そこで、データ評価部はノイズ除去を行って図８（Ｃ）のような周期的なパルス波のみ
を抽出してもよい。データ評価部が例えばハイパスフィルター等を含むことで、この例の
ようなノイズ除去を実現できる。
【０１３４】
　以上のように、本実施形態のバイタルサイン計測装置は、バイタルサインの検出ととも



(17) JP 2013-27550 A 2013.2.7

10

20

30

40

50

に必要な支援情報を検出して、行動記録の作成という被験者の負担を軽減させる。そして
、被験者の自己申告による行動記録よりも事細かで正確な支援情報を検出し、医師がバイ
タルサインを正しく読み取ることを可能にする。さらに、バイタルサインと支援情報とは
例えばタイムスタンプ等により対応づけが可能になっており、医師の照合作業の負担を軽
減する。
【０１３５】
　このとき、バイタルサイン計測装置のデータ評価部は、支援情報を表す支援データに基
づいて、バイタルサインを表すバイタルデータを評価する。データ評価部によって、その
バイタルデータが有効か否かの評価が行われるので、医師は有効なバイタルデータのみを
用いて、効率的な診断を行うことができる。
【０１３６】
２．第２実施形態
２．１．バイタルサイン計測装置の構成
　本発明の第２実施形態について図９～図１２を参照して説明する。図９は、本実施形態
のバイタルサイン計測装置１０Ａのブロック図である。なお、図１～図８と同じ要素には
同じ符号を付しており、その説明を省略する。
【０１３７】
　本実施形態のバイタルサイン計測装置１０Ａは、第１実施形態の構成に加えて、位置検
出部７２、通信制御部５２、無線通信部７０を含む。
【０１３８】
　位置検出部７２は、被験者の位置を表す情報（位置情報）を検出する。位置検出部７２
は、例えばＧＰＳ受信機であってもよい。位置情報を表す位置データ１７２は、例えば緯
度、経度、標高等を含んでいてもよい。位置データ１７２は、支援データの１つとして使
用され、データ評価部４４Ａがバイタルデータを評価するのに用いてもよい。例えば、デ
ータ評価部４４Ａは位置データ１７２に基づいて、バイタルサインが被験者の仕事中に検
出されたのか（例えば、位置データがオフィスを示す場合）、休暇中に検出されたのか（
例えば、位置データが観光地を示す場合）を区別することができる。
【０１３９】
　また、位置データ１７２は、緊急通報時に被験者の現在位置を知らせるデータとして、
通信制御部５２に出力されてもよい。例えば、被験者が意識不明状態にあるときに、救急
車の到着先を知らせるためのデータとして使用できる。
【０１４０】
　通信制御部５２は、制御信号１５２によって無線通信部７０を制御して、バイタルサイ
ン計測装置１０Ａと外部とのデータの送受信を行わせる。ここで、外部とは例えば診断を
行う医師のいる病院であるが、これに限られない。
【０１４１】
　通信制御部５２は、例えばデータ評価部４４Ａから評価結果データ１４９を受け取り、
記憶部６０Ａに記憶された検出データ１４２に基づく送信データ１６０を、無線通信部７
０に送信させてもよい。通信制御部５２は、例えば評価結果データ１４９が有効なデータ
であることを示す場合にカウントアップするカウンターを含んでもよい。そして、カウン
ターが所定の値になったタイミングで、記憶部６０Ａの残り容量が少なくなったと判断し
て、無線通信部７０に送信データ１６０を送信させる指示を出してもよい。このとき、記
憶部６０ＡはＦＩＦＯメモリーであってもよい。
【０１４２】
　無線通信部７０は、バイタルサイン計測装置１０Ａと外部との送受信を可能にする。そ
のため、診断を行う医師と被験者とが離れていてもよく、例えば離島にいる被験者のバイ
タルサインを見守ることも可能になる。無線通信は例えば携帯電話の基地局を利用して行
われてもよい。
【０１４３】
　無線通信部７０は、送信データ１６０の送信だけでなく、例えば検出タイミングを指示
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するタイミング信号を受け取ってもよい。タイミング信号１７０は通信制御部５２に出力
される。そして、通信制御部５２はタイミング信号１７０を制御信号１５３として検出タ
イミング制御部４６Ａに出力する。このとき、外部からの指示により、例えばバイタルサ
インを検出するタイミングを状況に応じて早める、又は逆に遅くするという制御が可能に
なる。
【０１４４】
　例えば、初期状態では固定の時間間隔でバイタルサインを検出する場合でも（図１１の
Ｓ５０参照）、医師はタイミング信号１７０によって時間間隔を変更させることが可能に
なる。このとき、例えばより短時間のバイタルサインの変化を観察することができる。
【０１４５】
　また、無線通信部７０は、緊急通報の手段としても機能する。前記のように、被験者が
意識不明状態にあるときに、被験者の現在位置を直ちに知らせることが可能である。例え
ば、データ評価部４４Ａは、バイタルデータ、支援データに基づいて被験者の容態が悪化
したと判断したときは、評価結果データ１４９に緊急事態を知らせる信号を含めてもよい
。そして、通信制御部５２は、緊急通報として位置データ１７２と送信データ１６０の送
信を指示することができる。このとき、医師、または病院は早期に適切な対応をとること
が可能になる。
【０１４６】
２．２．緊急通報の具体例
　本実施形態のバイタルサイン計測装置１０Ａは、第１実施形態と同じように得られたバ
イタルデータ、支援データを、無線で送信することができる。これにより、医師はほぼリ
アルタイムに遠隔地の被験者の状態を把握し、正確な診断を行うことができる。
【０１４７】
　さらに、本実施形態のバイタルサイン計測装置１０Ａは、被験者の容態が悪化した場合
に緊急通報を行うこともできる。図１０は、緊急通報が行われる場合の対応等を説明する
図である。
【０１４８】
　まず、被験者の容態が悪化して意識不明の状態になった場合、後述する緊急無線送信処
理が行われる。このとき、ＧＰＳ衛星９０の信号などから、被験者の正確な現在位置デー
タが得られる。そして、少なくとも位置データを含む送信データが、無線基地局９２まで
送信される。無線基地局からは、例えばインターネット９３経由で病院９４にデータが送
られる。
【０１４９】
　病院９４では、その緊急度を医師が、またはコンピューター等が自動で判断する。例え
ば、生命の危険がある場合には、救急車９８を位置データに基づく被験者の現在位置に急
行させる。そうでない場合には、医師が経過をモニター９６で経過観察を行ってもよい。
【０１５０】
２．３．フローチャート
　図１１～図１２は、本実施形態におけるバイタルサイン計測装置のデータ処理を表すフ
ローチャートである。具体的には、図９のデータ格納部４２、データ評価部４４Ａ、検出
タイミング制御部４６Ａ、表示制御部４８、記憶制御部５０が行うデータ処理を示してい
る。
【０１５１】
　なお、図７のフローチャートと同じステップについては同じ符号を付しており、その説
明を省略する。また、これらの機能ブロック（データ格納部４２、データ評価部４４Ａ、
検出タイミング制御部４６Ａ、表示制御部４８、記憶制御部５０）はＣＰＵで実現されて
いてもよい（図１３参照）。
【０１５２】
　図１１は、本実施形態のデータ処理を表すメインのフローチャートである。第１実施形
態のフローチャート（図７）と比較すると、本実施形態では支援データ、バイタルデータ



(19) JP 2013-27550 A 2013.2.7

10

20

30

40

50

が有効である場合には、無線送信が必要か判断され（Ｓ２６）、必要ならば送信が行われ
る（Ｓ２８）ことが異なる。また、これらのデータが有効でない場合（Ｓ２０Ｎ、Ｓ２２
Ｎ）に緊急無線送信処理（Ｓ１００）が行われることも異なっている。以下では、重複説
明を回避するため、これらの相違点だけを説明する。
【０１５３】
　まず、Ｓ２６、Ｓ２８について説明する。データ評価部から評価結果データを受け取っ
た通信制御部は、例えば記憶部の残り容量が少なくなった場合に、無線送信が必要と判断
する（Ｓ２６Ｙ）。そして、支援データ、バイタルデータを含む送信データを無線通信部
に送信させる（Ｓ２８）。
【０１５４】
　ここで、記憶部の残り容量に余裕がある場合には、無線送信が不要と判断してもよい（
Ｓ２６Ｎ）。このとき、記憶部が全て使用される前に無線送信が行われるので、無線送信
部をもたない第１実施形態と比べると、記憶部の容量を小さくすることが可能である。
【０１５５】
　次に、緊急無線送信処理（Ｓ１００）について説明する。図１２は、緊急無線送信処理
を表すフローチャートである。データ評価部は、支援データのうち例えばモーションセン
サーからのデータに基づいて、被験者が所定の時間（例えば３分）動かない場合にはさら
に処理を進める（Ｓ１１０Ｙ）。
【０１５６】
　このとき、バイタルサイン、又は支援情報として脳波が検出されているならば、睡眠と
の区別のために判断に用いられてもよい。なお、被験者が動ける場合には、緊急無線送信
処理を止めてもよい（Ｓ１１０Ｎ）。
【０１５７】
　被験者の動きがない場合であって、検出しているバイタルサインが許容レベル以上の異
常を示している場合には処理を進める（Ｓ１１０Ｙ）。例えば、動きがないにもかかわら
ず、バイタルサイン「心拍数」が１００を越える場合には異常であると判断される。ここ
で、バイタルサインに異常がみられなければ緊急無線送信処理を止めてもよい（Ｓ１１２
Ｎ）。
【０１５８】
　被験者の動きがない場合であって、検出しているバイタルサインが許容レベル以上の異
常を示していることを（Ｓ１１０Ｙ、Ｓ１１２Ｙ）データ評価部からの評価結果で知った
場合、通信制御部は被験者の最新の位置データを取得する（Ｓ１１４）。そして、例えば
位置データ、バイタルデータ、支援データの送信を指示する（Ｓ１１６）。なお、緊急度
が高い場合には、位置データを優先的に送信させてもよい。
【０１５９】
　本実施形態のバイタルサイン計測装置は、無線通信部を含むため外部とのほぼリアルタ
イムなデータの送受信を可能にする。そのため、診断を行う医師と被験者とが離れていて
もよく、例えば離島にいる被験者のバイタルサインを見守ることも可能になる。
【０１６０】
　そして、本実施形態のバイタルサイン計測装置は、緊急通報手段としても用いられる。
被験者が意識不明状態にあるとき等に、被験者の現在位置を直ちに知らせることが可能に
なり、医師、または病院は早期に適切な対応をとることが可能になる。
【０１６１】
３．第３実施形態
　本発明の第３実施形態について図１３を参照して説明する。なお、図１～図１２と同じ
要素には同じ符号を付しており説明を省略する。
【０１６２】
　本実施形態のバイタルサイン計測装置１０Ｂと第１実施形態のバイタルサイン計測装置
１０（図１参照）とを比較すると、本実施形態では、データ格納部４２、データ評価部４
４、検出タイミング制御部４６、表示制御部４８、記憶制御部５０がＣＰＵ４０で実現さ
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れていることが異なる。そして、ＣＰＵ４０に接続されるＲＯＭ８２、ＲＡＭ８４、記録
媒体８６を含むことが異なる。以下では、重複説明を避けるために、異なる部分について
のみ説明する。
【０１６３】
　ＲＯＭ８２は、例えば、ＣＰＵ４０が各種の計算処理や制御処理を行うための基本プロ
グラムや基本プログラムで用いるデータ等を記憶している。基本プログラムとは例えばＯ
Ｓ（Operating System）プログラムである。
【０１６４】
　ＲＡＭ８４は、例えばＣＰＵ４０の作業領域として用いられ、ＲＯＭ８２や記録媒体８
６から読み出されたプログラムやデータ、ＣＰＵ４０が各種プログラムに従って実行した
演算結果等を一時的に記憶する。
【０１６５】
　記録媒体８６は、各種のアプリケーション機能を実現するためのアプリケーションプロ
グラムやデータを記憶しており、例えば、光ディスク（ＣＤ、ＤＶＤ）、光磁気ディスク
（ＭＯ）、磁気ディスク、ハードディスク、磁気テープ、メモリー（ＲＯＭ、フラッシュ
メモリーなど）により実現することができる。
【０１６６】
　本実施形態では、アプリケーションプログラムであるバイタルサイン計測プログラムや
そのデータは、記録媒体８６に記録されている。バイタルサイン計測プログラムによって
、コンピューター（ここではＣＰＵ４０）は、例えば支援データ１３０に基づいてバイタ
ルデータ１２０が有効であるか否かの評価を行うデータ評価部４４として機能することが
可能になる。
【０１６７】
　ＣＰＵ４０は、例えばＲＯＭ８２、記録媒体８６からＲＡＭ８４に読み込まれたプログ
ラムに従って、図７のフローチャートに従った処理を行う。本実施形態では、データ格納
部４２、データ評価部４４、検出タイミング制御部４６、表示制御部４８、記憶制御部５
０は、ＣＰＵ４０におけるプログラムで実現される。ただし、その一部がハードウェアで
構成されていてもよい。
【０１６８】
　本実施形態のバイタルサイン計測装置１０Ｂは、プログラムによって、これらの機能ブ
ロックを実現するので、バイタルサイン計測装置１０Ｂの構成が変化した場合でも、柔軟
に対応することが可能になる。
【０１６９】
　特にデータ評価部４４の機能、例えば、バイタルデータが診断に用いることができるか
否かの自動的な判断がプログラムによって実現される場合、検出するバイタルサインや支
援情報の変更、増減に対して柔軟に対応することが可能になる。
【０１７０】
　なお、本実施形態の変形例として、バイタルサイン計測装置１０Ｂは、無線通信部等を
含めた第２実施形態のバイタルサイン計測装置１０Ａ（図９参照）の機能ブロックを含ん
でもよい。このとき、第２実施形態のデータ格納部４２、データ評価部４４Ａ、検出タイ
ミング制御部４６Ａ、表示制御部４８、記憶制御部５０は、ＣＰＵ４０におけるプログラ
ムで実現される。ただし、その一部がハードウェアで構成されていてもよい。
【０１７１】
４．その他
　これらの例示に限らず、本発明は、実施の形態で説明した構成と実質的に同一の構成（
例えば、機能、方法および結果が同一の構成、あるいは目的および効果が同一の構成）を
含む。また、本発明は、実施の形態で説明した構成の本質的でない部分を置き換えた構成
を含む。また、本発明は、実施の形態で説明した構成と同一の作用効果を奏する構成又は
同一の目的を達成することができる構成を含む。また、本発明は、実施の形態で説明した
構成に公知技術を付加した構成を含む。
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【符号の説明】
【０１７２】
２…ケース、３…バンド、７，８…ボタン、１０，１０Ａ，１０Ｂ…バイタルサイン計測
装置、２０…バイタルサイン検出部、２０Ａ…心電検出部、２０Ｂ…心拍検出部、２０Ｃ
…血圧検出部、２０Ｄ…血糖検出部、２０Ｅ…体温検出部、２２Ａ，２２Ｂ，２２Ｃ，２
２Ｄ，２２Ｅ…スイッチ、３０…支援情報検出部、３０Ａ…モーションセンサー、３０Ｂ
…圧力センサー、３０Ｃ…音声検出部、３０Ｄ…位置検出部、３０Ｅ…温度検出部、３２
Ａ，３２Ｂ，３２Ｃ，３２Ｄ，３２Ｅ…スイッチ、４０…ＣＰＵ、４２…データ格納部、
４４，４４Ａ…データ評価部、４６，４６Ａ…検出タイミング制御部、４８…表示制御部
、５０…記憶制御部、５２…通信制御部、６０，６０Ａ…記憶部、７０…無線通信部、７
２…位置検出部、８０…表示部、８２…ＲＯＭ、８４…ＲＡＭ、８６…記録媒体、９０…
ＧＰＳ衛星、９２…無線基地局、９３…インターネット、９４…病院、９６…モニター、
９８…救急車、１２０，１２０Ａ，１２０Ｂ，１２０Ｃ，１２０Ｄ，１２０Ｅ…バイタル
データ、１３０，１３０Ａ，１３０Ｂ，１３０Ｃ，１３０Ｄ，１３０Ｅ…支援データ、１
４２…検出データ、１４３，１４４，１４５，１４９…評価結果データ、１４６，１４６
Ａ，１４６Ｂ，１４６Ｃ，１４６Ｄ，１４６Ｅ，１４７，１４７Ａ，１４７Ｂ，１４７Ｃ
，１４７Ｄ，１４７Ｅ，１４８，１５０，１５２，１５３…制御信号、１６０…送信デー
タ、１７０…タイミング信号、１７２…位置データ

【図１】 【図２】
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